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一有効緑化への樹木サイズと植林地点への考察ー
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はじめに

信升l大明也キャンパスにはさまざまな樹木fs.植林さ

れている。樹木の多様性を理解するために共通教育の教

材としてしばしば使われる。また真夏のオ曜はわずかな

涼しさをつくりだす三春・夏にはピンク・黄色・赤・白

と色とりどりのモザイクが目を楽しませてくれる。どん

な目的、どんな企画、どんな種類が、な剖檀林されたか

は不明にしても大木はキャンパスを行き交う人々を見

守ってきたことは確かである。植林の樹種劃宍明日置に

厨ずるプロセスはまだ不明であるが、樹木の多様性と空

間配置に関する現制由量を企画した。

2∞5年夏の理学部企画の「イ計N大学自然誌科学

館:自然はまわるJの学生企画として、「このー木、何

の木」が出莞点である。約 50種の砂防名前を調べ、

手作りσコ名札佑前と一言)をラミネートで覆し唆栓で

つるした。それを見られた学長さんと広報事務担当の方

から連絡が入ったキャンパスにおける環境マインド教

育や嚇糊龍員が樹木の多様性を楽しむために、もう少

し充実していただきたいとのことで、あった。「工学部に

は樹オ喝札プレートがいくつかありましたよ。旭キャン

パスには生物系の先生が多し、からもっとできるI士ずで

すが・・・Jこんな一言も広報部の方から付け加えられ

た。さて、イチョウ・モクレン・ハナノキなとやし、くつか

の種類財っかるにしても、素性のわからなし、砂|坊主予想

以上に多く、植物が苓判の仕ずの教員(佐藤:シヂや草

本植物が専門ではあるが・・・)にはお手上げであった。

そんな折、こうした企画がもちあがったので、ある。学長

裁量期作算(何と 1∞万円:rまきまき君」作減伺

万:その他アノレパイトのべ3∞聞苛:雑費など10万)

が準備された。笈J05年8月のことである。

調査場所と作業プロセス

2∞5年の4月から信刻、I:K詞也キャンパスに見られる

植栽木について種名を調べた与種名は門田と片桐が中心

となって開始した。その後、旭キャンパス全域にわたっ

て各種の空品官己置を調べた。生田目・松比良・古久保が

担当した。樹木σ沌札の企画を佐藤へもちかけ、その名

札っくりについて相談した。 7月のことである。コピー

あるいは手書きのプレートをラミネート加工して風雨

を防ぐこと。細し台f金でプレートを下げる。それがはじ

めての作業となった。「この木何の木?Jとして笈氾5

年8月29-31日の信州自鵜許十学館「自約ままわる」の

企画に参加した。そこには手書きのキャンパス内の勧ド

分布の図も載せられていた日訓快学理学凱笈獅)。
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「自然はまわる」の企直臨もそのプいートは風に揺れ

ていた。 9月にはしりて大学本部から連絡が入った。「プ

レ)トは輿嚇探く環境教育に役立つので、さらに充実し

てほしい、空間分宥も調べているのです寸3・・・J学長

さんからの言葉であった。その言葉のもとにさらに詳し

し喉知2ひきつづき開合された。おもな作業分担ま以下

である。

(I)キャンパス内の種類と分布調査伊可田・片桐・古久

保・生多目・松比良)

ω種の同定と記載内容の検討(門田・片桐・古久保・

生多目・松比良)

ω記載内容の検討と校正(島野

ωどのようなプレートを僧者するか(佐掛

(θ 成功神業をするのか(門田・片桐・古久保・生田

目・松比良・佐藤・学生の協力)

上記内容のうち、(I)・(2)は 8・10月の 3ヶ月間、(③

は11月の1ヶ月間、 ωには計画から試作まで10-11月

の2ヶ月を要した。実際にプレ}トとりつけはじめたの

は 11月末となった。ステンレス製のプレ)トとベルト

を組み合わせて「まきまき君」と命名した(杉本工業、

笈肪)011月以来少しずつ作業カ湘銃してし唱。現在ま

でl羽田種の勧ド仰木にとりつけカ将官つれた。 3月

末までに 1∞種、 3∞本のとりつけを計画している。

樹木種の同定は主として、平凡社の日本の野生

植物や樹に咲く花シリーズなど(尼川・長田、

1988 ;馬場、 1999;林、 1985;佐竹ら、 1993; 

佐藤、 1990;高橋・勝山、 2000a; 2000b ; 2001) 

によった。また記載は牧間程務握盈藍など(牧野、 1961; 

休 19:邸;馬場、 1鈎9)を参考にした。なお空間配置

制個は門田・片桐、表繍諜は肘司がおこなった。考

察は若手の2人併桐・門田)と佐捺斜子い、全体制溝

成は佐藤カ苛子った。内容な私案や感想文尚ではあるが、

学生・教員からのボットムアップの「キャンパス整備へ

の環境マインドJとして提案させていただL、た。

結果

これらの作業を通じて、いくつかの鯨ヰ(データベー

ス)や作品噺企岡持位した(I)キャンパス内の樹

木リストと樹木特性の資料(表1)、 ωキャンパスにお

ける樹フ同事壇己置図a、(3)rまきまき君」の製作(写

真 1)、(4)樹木特性のプレート〈のま識(写真2)、(必

成面白ル吋フ準備(写真3)、(θ樹フ同新ヒ〈の考察、の5

項目にまとめることができる。

表 1にはこれまでに記録された勧同載買のリストを

示した。樹オマ略をアイウエオ噸に整理してある。現在

までに 1却種が言噂されたゐ殆どは植林と予想される。

ケヤキには自然定着があるかも矢ぽj}よ川花仰を期と簡

単ttlj守性をあわせて示した。参考までに花湖を文献から

まとめた 4~5 月に開花する樹木が 1却種中崎50種

もまとめられている図1)。松本耐也キャンパスの花

期がこれと必ず一致7すると出必ずしも言えなしも今後の

データ蓄積カ2待たれる。

図2(A. B) Iガ温キャンパスを北部・南部にわけて、

主ttf謬賓例示布を載せ九さらなる調査で種類(j増える

と予想できる。旭会館南の医学部北部品種類数も本数も

多しも駐車場と道路沿いには樹木は量と種とも少なし、

植物リストと簡単な種の特性を表にまとめた。この内

容のもとはプレート作成に用いたものである。しめて約

1却種、 20ヘクタールなので、まずまず¢種数分布で、あ

る。しかリ台どが移λ種である。

議論

個目I跨察と旭キャンパス植榊慣〈の提言として、以

下の考察を異なる視献も取り上げてみたまた作業プ

ロセスでの学生さんの環境問題への取り組みの心の動

きも載せナぉ

<考察1>:旭キャンパスの樹木の空措置置

一種構成と理関置への考察ー:種。浮織と環境におけ

る成長の変化に着目して

信州、は明也キャンパスには実に 120種以上もの樹木
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表1. キャンパス内の樹木リストと樹種特性
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シナレンギョウ Forsythia円fricJissima モクセイ科(Olea田ae)レンギョウ属仔orsythia)

シモツケ 争draeajやonicaL.f. パフ科句。回目ae)シモツケ属もあ<Iraea)

シフカシ Quercus myrsinaeforia Blu皿e ブナ科(}i'aga.田ae)コナフ属(Quercus)

シラカバ Betula platyphyJJa var. japoni.国 カバノキ科ffiet叫a田ae)刀ノfノキJ寄<hetula)

シフピソ Abies veitchii Lind1 マツ科CPIna田ae)モミ属CAbies)

スギ αyptomeriaj伊 omcaHooibrenk ex Otto スギ科(Taxodiaceae)スギ属(αyptomeria)

セイヨウハコヤナギ Populus nigra var.italica Muenchh ヤナギ科(Sa1icaceae)ヤマナフシ属(populus)

センジュ Thuja orientalis var. compacta Mura ヒノキ科(Cupres掴田ae)クロベ属(Thuja)

ソメイヨシノ Prunus xyedoensis A.V パラ科(Rosa田ae) サタフ嵐 (Prunus)

ソヨゴ Dex pedunculosa Miq. モチノキ科 (Aquifoli.. 田ae)モチノキ属 (Dex)

タチバナモドキ Pyracantha angustifolia加.)Schneid パラ科(Rosa田ae)トキワサンザシ属(Pyra回ntha)

タムケヤマ Aarpalmatum var. matumurae cv. ornatum カエデ科(A回目田ae)カエデ属(Aar)

タラノキ Aralia elata⑪!liq.l Seemann ウコギ科(Araliaaae)タフノキ属(Aralia)

チョウセンゴヨウ Pinus koraiensis sieb et Zucc. マツ科 (Pinaceae)マツ属 (Pinus)

ツゲ Buxusmi町"OphyJJasieb.et Zu∞V町 japonica ツゲ科@田a曲ae)ツゲ属(Buxus)

ドイツトウヒ Picaa abies Karst. マツ科CPin.. 四ae)トウヒ属(丹田a)

トウカエデ A四!l"buel"j宮'erianumMiq カエデ科(A田raceae)カエデ、属CAcer)

ドウダンツツジ Enkianthus perulatus Schneider ツツジ科aricaceae)ドウダンツツジ属(A且h回 thus)

トチノキ Aesculus turmnate Blume トチノキ科任五pp∞ast皿 a田ae)トチノキ属CAesculus)

ナツメ Zizyphusjujuba Mill.var inermis クロウメモドキ科(Rhamr祖国ae)ナツメ属留のphus)

ナナカマド ゐ!l"buscommixta Hedl パラ科(Rosa.田ae)ナナカマド属(ゐ.rbus)

ナンTン N甜 dinadomestica百 四b メギ科侶erberida田ae)ナンァン属仏landina)

ニシキギ Euony.盟国alatusSieb.var alarus ニシキギ科(Celastraceae)ニシキギ属匂'uonumus)

ニワウルシ Ailanthus altissima Swingle ニガキ科 (Sim町ouba田町)エワウルシ属 (Ailanthus)

ヌルデ Rhusjaponica var. roxburghii Rehd et Wills ウルシ科(Anacardiaceae)ウル、ン属(励us)

ネズミモチ Ligustrum japonicum Thunb モクセイ科(Oleaceae)イボタノキ属伍igustrum)

ネムノキ Albiziajulibriss.血 Durazz. マメ科(}i'abaceae)ネムノキ属(AJbizia)

ノムラモミジ Acer palmatum var. amoenum カエデ科(A担問団ae)カエデ属CAcer)

cv. sangurneum 

ハクモクレン Magnoli・sheptapeta Dandy モクレン科伽略nolia田ae)モクレン属ω.fagnolia)
ハコネウツギ 脚色常"81acoraeensis Tunb. スイカズフ科(CaprぽDlia田ae)タニウツギ属(防匂量'e1a)

パッコヤナギ Saιlf ba.品"OKi皿ura ヤナギ科(Sa1i団四ae)ヤナギ属(Salix)

ハナゾノックパネウツギ Abelia x grandiDora Rehd スイカズフ科(Caprifoliaceae)ツクパネウツギ(Abelial

ハナノキ Acer pycnanthum KKoch カエデ、科(A国間四ae)カエデ属臼田!l")

ハナミズキ Benthamidia Dorida Spacb ミズキ科 (C世田田ae)ヤマボウシ属 (Benthamidia)

， ハルエレ 日'.musda目'dianaPlanch ニレ科(Ul皿a曲目)ニレ属(日'mus)

var.japonica Nakai 

ヒイラギ Osmanthus ilicifolius Carriere モクセイ科(OIe.. 曲目)モクセイ属(Os皿岨thus)

ヒイラギモクセイ Osmanthus x fortunei Carri討e モクセイ科 (Olea四ae)モクセイ属 (Osmanthus)

ヒノキ Chamaecyparis obtuse Endl. ヒノキ科(Cupress.. 四回)ヒノキ属(Chamaecyparis)

ヒマラヤスギ Cedrus deodara G.Don マツ科CPina田ae)ヒマラヤスギ属(Cedrus)

ピワ Eriobotrya )spomea Lindl パラ科低osa田ae)ピ、ワ属(Eriobotrya)

フウリンウメモドキ Dex geniculata Maxi皿0 モチノキ科(Aquifolia田ae)モチノキ属([]ex)

フジ 間'st，町iaDoribunda DC マメ科(}i'aba目ae)フジ属{問steria)

モミジパスズカケノキ Plaranus orientalis L スズカケノキ科 (Plat阻 a田a)スズカケノキ属 (Platanus)

ボケ Chaenomeles司peciosaNakai パフ科旬。回目ae)ボケ属(ChaenomeJes)

マグワ Morws bombycis Koidz クワ科α110r田ae)クワ属ω(orus)
マユミ Euonymus siebo1dianus Bl ニシキギ科(Celastraceae)ニ‘ンキギ科臼uony盟国)

ミズメ Eゐtulagrossa Sieb et Zucc カバノキ科<Bet由 ceae)カバノキ属臼'etula)

ミヤマイボタ Ligustrum tschono北白・Decne モクセイ科(OIea田ae)イボタノキ属伍igustrum)

ムクゲ Hibiscus syr均cusL. アオイ科伽alva田ae)フヨウ属<.Hibiscus)

ムラサキシキブ Ca必'carpajaponicaThunb クマツヅラ科(Verbenaceae)ムフサキ‘ンキプ属(Callicara)

ムラサキハシドイ Sp2nga v，u19aris L モクセイ科(Olea田ae)ハシドィωIyringa)
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レンギョウ属の中では一番植えられている種類a レンギョウ属の中では唯一枝が直立する。 4月

下野の国、現在の栃木県で最初に発見されたのでこの名がついた。 5-8月

暖温帯の山地に生える。 mysinlLゐ.}ja ツルアカミノキ属(皿ysine)に似た葉を持ったo 4-5月

白い幹に対して、以外にも枝は黒い。樹液は甘く飲料にされる。旭キャンパスにも一本だけ植えられている。 4月

おもに亜高山帯に生える。寿命はあまり長くなく次々更新する。幼木の耐陰性が強く暗い林床でも生育する。 5-6月

幹が茸立していることから、直木(すき}が転靴した物と言われている。古名はマキ。 4月頃

シルクロードのオアシスにある高木はほとんどヤ7 ナフシ属である。俗に白うポプラとはこの木の事である。 3-4月

樹形が千手観音に似るのでこの名前が付いた。耐寒性、耐暑性、耐乾性、に優れた品種。 3月下旬 l

オオシマザクフとエドヒガンの雑種。そのため学名に雑種を意味するx印が記されている。 3-4月

別名は「フタフシバj。これは、業が肉厚で表皮が強く、火であぶるとその部分がプックリと膨れるからである。 6月頃

ミカンのタチバナに葉形が似るためこの名がついた。属名のヒqフカンサの名で呼ばれることが多い。 5-6月|

春に色づくカエデを総称してベニシダレとしづ。 ornatl血は華美なとb、う意味があり、タムケヤマの美しさから。 5月頃

Araliaはカナダの土名町alieから。 elataは背の高し、の意味だが、タフノキはのほとんどは低木状である。 8-9月

種子はいわゆる松の実で食用にする。日本に自生するマツ属の中では一番球呆が大きい。 6月

山地に生え、特に石灰岩地や蛇紋岩地に多い。別名アサマツゲはニ重県の朝熊山がツゲの有名な産地ゆえ。 3-4月

ドイツのシュパルツパノレト{黒い森)はこのドイツトワヒの森林。球果が下向きにつき、そのまま落ちるの。 5月

業は全線だが、幼木では鋸歯が有る。スギやヒノキのような、縦に裂ける樹皮が特徴。 4月下旬

花は下垂してつくが、実は上を郎、でつく。 Enkianthusはenkyos(妊娠する)+血thos(花)ふくらんだ花の意味。 4-5月

aes回:re(食べる)に由来。果実が食用になるため。 turbinateは、倒円錐形のという意味。花の形は倒円錐形。 5-6月

長枝に托葉から変化した葉が一本ある。他の植物に遅れて夏に芽を出すから「夏目jの名がある。 6-7月

Sorbusはナナカマド属のファン古名。寒冷地を好む種であるが、向山伝いに九州の屋久島まで分布している。 6四 7月

11-12月に赤い果実が熟し、せき止めの薬として利用される，Nandinaは和名である、ナンァンに由来する。 6-7月

枝に翼があるのが特徴。秋の紅葉が錦のように美しいことからニシキギの名がついた。 5-6月

時には一皿にもなる長い羽状複葉を持ち、園内で見られる木の中では最長を鋭う。 6月頃

樹皮が傷ついた時にでる樹液を器具などに塗ったことから「ヌルデJの名がついた。 8月下旬

「ネズミ」の名は、楕円形の黒い果実がネズミのフンに似ているためである。 6月頃

日当たりのよい湿地や山に生える。夏の暑い盛り、夕方に咲く淡い紅色の花は 1日でしぼみ、次々に花をつける。 7-8月

ペニ‘ンダレの品種群のひとつ。葉の色が濃い紫色「濃紫(ノウムフ)Jであることから、ノムラの名がついた。 5月頃

棄がコブシや、モクレンより四角い。コブシの花より重量感がある。春先に葉が出る前に、白い花を咲かせる。 3-4月

潮風に強く海岸によく植えられる。花の色は咲き始めが白く、淡紅色、紅色へと色を変える。 5-6月

乾燥地に好んで生えるヤナギの仲間。業のふちが巻く、棄に毛が密生するなどの特徴は乾燥に耐えるためのもの。 3月

中国原産のシナツクパネウツギとユニフローフの交配種。属名である、アペリアの名前で親しまれている。 6-10月

日本の限られた地域にだけ自生する。春、桜の咲く前に桃色の花をつける。 4月

Dorida;花で一杯の、花満開のという意味。四~五月に葉の展開時に自や、紅色の花が多数付く。 4-5月

三~五月、業の展開前に茶褐色の地味な花が咲く。開1E後一月程度でうちわ状の翼果が結実する。 3-5月

鋸歯が鋭いイメージが強いが、老木の葉は全縁になる。節分には、枝を戸口にさして、鬼を追い払う習慣がある。 11月頃

ヒイラギとギンモクセイの雑種と考えられている。母種(ギンモクセイ)と同様に芳香のある白色の花を付ける。 10月頃

日本特産。火が出やすいので〈火の木〉の名がついた。光沢があり木の香りもよく最良の木材として評価される。 4月

スギの名前が付いているが、松の仲間。日本には明治時代の初めに導入された。 10-11月

本来の分布は不明。 erion軟毛+botrysブドウ。白い軟毛に覆われた実が、房状になる様子からこの名が付いた。 11-1月

花や、樹皮が梅の木に似ており、果実に長い柄が付き風鈴を恩わすのでこの名がついた。日本固有。 6-7月

つる佐木本。紫色の房状の花をつける。フジは左巻きだが、よく似たヤマフジは右に巻く。 4-6月

来スズカケノキとアメリカスズカケノキの交配種。イギリスで作られ、明治中期に日本に渡した 4-5J! 

中国原産だが九州などでは里子生化している。赤や自の花が締麗で多くの園芸品種がある。地下茎はひかない。 3-4月

暖地の山地に生える。ヤマグワより、薬の質が厚い。かつて養蚕で各地に植えられ、野生化している。 5-6月

秋に淡紅色の果実がたくさん垂れ下がり、果実が割れて櫨赤色の種子が露出する。昔、この木で弓が作られた。 5-6J! 

Betulaクノル井震で';!Jノイノキを表大 grossa;tまい.Qハ，!:[，づ，官民系ぎがカバノキの仲間では最大。 4月頃

葉がイボタノキよりもやや幅が広く、葉の先がとがる。呆実は秋に黒く熟す。イボタノキより高山帯に自生する。 5-7月

中国原産説と原産地不明説がある。大韓民国の国の花とされているが朝鮮半島には自生していない。 8-9月

葉の全体に細かい鋸歯が有り、よく似たコムラサキとの区別の基準となる。 6-8月

英語ではフイフック、フフンス語では日フ。ハシドイとは、花の色、葉の形などで見分ける。 4-5月
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102 メタセコイア Metasequoia gJyptostroboides スギ科(Taxodiaceae)メタセコイア属Wetasequoia)

Hu et W.C.Cheng 

モチノキ flex integra Thunb. モチノキ科 (Aquifoliaceae)モチノキ属 (flex)

モッコク Ternstroemia fymnanthera Spragu ツバキ科(司lea印 ae)モッコク属(Ternstroemia)

モミ Abies nrma Sieb.et Zu∞. マツ科(Pinaceae)モミ属Wbies)

モミジパフウ Liq回・dambars砂rraciDuaL マンサク科 (Hamamelida四 ae)フウ属 (Liquidambar) 

ヤブツバキ Came1liia japomca L ツバキ科(Theaceae)ツバキ属{Camel品別

ヤマハギ Le伊 edezabi切JorTurcz マメ科(Fabaωae)マメ属(Le弓pedeza)

ヤマグワ Aゐ!TUSbombycis Buerg.ex Hance ークワ科⑪1:ora<田 ae)クワ属ωtforus)
ヤマボウシ Benthamidi冶japonicaH.H町a ミズキ科 (Cornaceae)ヤマボウシ属 (l抑止bami油冶)

ヤマモミジ Acerpa，加<atumvar. matumurae KOgata カエデ科(A回目白ae)カエデ属(Acer)

ユキヤナギ 争liraeathunbergii Sieb.ex bJume パラ科(Ro自aceae)シモツケ属もSpiraea)

ユッカ 日lccagJoriosa Regel ex Trelease リュウゼツラン科(Agavaceae)ユッカ属。沼町8)

ユリノキ Liriodenaケ'Ontulipifers Linne モクレン科伽agnoliaceae)ユリノキ属(Liriodendon)

ランシンポク Pistacea chinensis Bunge ウノレ、ン科仏国側dia田 ae)ランシンボク属a・stacea)

'Jキュウパイ Exochora包 racemosaRehder パラ科 (Rosaceae)ヤナギザクラ属 (Exochorda) 

リョウブ αe品rabarvinervis Sieb.et Zu∞. リョウプ科(Clethra，田ae)リョウブ属(αe品ra)

リンゴ MaJus domestica パラ科侃osaceae)リンゴ属臼tfalus)

レンギョウ For，ザゼ11iasu，司pensaVahl モクセイ科(Oleaceae)レンギョウ属臼orsythia)

ホンシャクナゲ Rhodondendoronj甲 onoh伊 tamerumKitamura ツツジ科但riaωae)ツツジ属(Rhododendoron)

var.hondoense Kitsmura 
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生きた化石として知られる。一万二千年前の更新世前期には日本にも自生していた。 2-3月

海岸近い山地に生える。乾燥や刈り込みにも強く庭園に植栽される。 I1exはholly(セイヨウヒイフギ)の古名。 4月

材は綿密で硬く、沖縄では、重要な建築材とされており、首里城正殿にも使われた。 7月

日本特産。大木に生長するが、寿命が短く 150""'200年、公園などにも植えられるが、大気汚染に弱い。 5月

果実は機雷のような形で非常に丈夫。コルク質の翼があるのが特徴。 4月頃

海沿いを好むが、山地にも生える。材は建築材、器具材、彫刻材などに利用され、種子からはツバキ油が取れる。 11-4月

冬には地上部の大部分が枯れてしまう。萩の仲間では最もよく植えられている。 7-9月

山地に広く自生。果実は黒紫色に熟し食べられる。マグワとは異なりヤマグヲの葉は先端が長くとがる。 4月頃

花びらに見えるのは総直片。人気のある樹種で、実生での栽培も容易であるため、街路樹などに利用される。 5-7月

強風や潮風、大気汚染に弱い。陽樹だが西日の強いところでは、成長が悪い。 pa，加'atumは掌状のという意味。 5月

川岸の岩場に生える。葉はヤナギに似、花は雪を思わせるように白いのでこの名がついた。 4月

北アメリカ原産。日本にはイギリス経由で明治時代中期に渡来。和名(マツバキミガヨラン) 春と秋

学名は「チューリップのようなユリの木Jという意味。モクレン科は葉の付け根が枝を一周するのが特徴。 5-6月

孔子廟に植えられ、学問の聖木とされる。ピスタチオと同じ仲間。 別名カイノキ 4月頃

古くから茶花等に利用され、茶祖千利休の名を取って、 「利休梅Jと書くこともあるが、本来は「利‘久'梅J。 4-5月

α'ethraはハンノキの古代ギリシャ名。葉が似ることから転用された。 barvinervisは脈にひげのあるの意味。 6.....8月

信州大学に植えられている、リンゴの木は物理学者ニュートンの逸話で有名な、リンゴの木の分け木。 5-6月

中国原産で世界中に植えられている。中国では果実を乾爆させたものを、解毒、消炎、未11尿などに使う。 3-4月

山地に生える。花は紅紫色。ツクシシャクナゲの変種で、より寒冷地に適応している。 5-6月

写真1. 熊本大学キャンパスで講義する激石銅像 写真2. その近くで耳をそばだてるネコ
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カヰ笹えられてし唱。しかし、これらの勧ドのうち{割引こ

自生してしも種はごく僅かであり、ほとんどが移入種で

ある。

間帯入腫の例として、中国原産の種は、アンズ、イ

チョウ、ウメ、ウンリュウヤナギ、エン、ジュ、カリン、

コノテガ、ンワ、サルスベリ、サンシュユ、タチバナモド

キ、トウカエデ、ハクモクレン、ボケ、ムクゲ、メタセ

コイア、レンギョウなど。アメリカからはそミジパフウ、

ハナミズキおよびユリノキ。西アジアからは、ザクロ、

ヒマラヤスギ、リンゴと原産地は多様である。ナツメ、

ドイツトウヒ、ポプラの属名を持つセイヨウハコヤナギ

はヨーロッパ原産である。

わずかな自生の例としては、アオキ、ウラジロモミ、

エノキ、カラマツ、クロピイタヤ、サワラ、シナノキ、

シラピソ、ハコネウツギ、ハナノキ、モミなどであり、

1却種弘上ある種のうちで20種繭愛だと思われる。

また、旭キャンパスの砂防自生、移入種を問仕ず、

松本とし、う生育環境に適する種とそうでない種が見ら

れる。これらの成長の麹語噂寄である。沢に生え、湿気

を好むケヤキやカツラは明らかに水のストレスにより

葉がイ型化し、成長が遅しも湿潤地の柏村に自生するク

ロピイタヤも乾燥日齢、日差しのためか戒長が遅しもイ

ロハモミジは犬気汚染に弱いとされるが、松本ではよく

生育し、カエデ属は朝夜の気温劃2大きいために美しい

紅葉も見られる。イチイの多雪適応型で、あるキャラボク

は湿禍根暴貨でl訪艮廠Lを起こすが、雨の少なし1松本で

は成長が早く、毎年多くの実をつける。ヒノキ科ヒノキ

属で沢治、に生えるサヲラと、同科同属で尾根沿し、に生

えるヒノキが植えられてしもが、松本で倒月ら州こヒノ

キの方が生育カ、i早く、多くの種をつけている。本来、亜

高山帯に自生するシラビ、ソや、ンラカパは、キャンパス内

のシラカバを見る限りでは松本(標高ぽ氾m)では標高

が借すぎるようである。ニワウルシ、エノキは各所に実

生から育った幼木が見られることからこの環境によく

適応していると言える。

旭キャンパスの樹木はよく管理されているとはし、え、

生育環境が適切でない種が植えられていることも事実

だろう。ニセアカシナなどの外持殖が野生化して問題に

なっていることも考慮に入れ、植える樹種は慎重に逸ぶ

べきである(文責:片桐

<考察2>:ー根系からみる庭園樹崎彊量一

植物の根系は、それぞれぷ糧により異なっており、そ

の根の深さより深栂性と語読尉生の二種類に分けられる。

樹を庭園樹などに利用する際はその植物特有の根系は

十分考慮する必要が有る。浅根性の個僻討艮を踏まれる

粗食性の少ない場折ヘ瀬j粧の個伽胡tはけが良いと

こ〈植栽されるべきである。さらにそれらの糊謂樋気

不良性、ffii'樫密性などの性質を保有することが望ましし、

また南方系の植物を持ってくる際も根系は考慮する必

要が有る。根は茎よりキヤビラーションが起こりやすく、

エンボリズムを生じ枯れやすしもよって、そのような植

物広根が中間系以上、出紺U茸家評畏f生であることが望

ましし、そのことをふまえて、この構内の樹をみてみる。

人が多く集まるところに植栽されている樹はケヤキ、ハ

ノレニレ、カツラ、などで、人があまり来ないところに多

く植えられている個体は、アカマツ、クロマツ、シラカ

シなどである。

ケヤキやハノレニレ、カツラはしサYもも浅栂性である。

これJ湘岨置として問題が多しもおそらく、これらの

樹が川重りの多いところに植栽されたのは、これらの樹

が通気の悪いところでも生育できる、耐通気不良性を持

ち、固し、土地でも、根詰まりしない而樫樹生を持ってU、

ることが理由として上げられるだろう。その性質を踏ま

えてこれらの樹を選んだことは評価できるが、そもそも

根が浅いとし、うことは、湿った場所に白金するとし、うこ

とを示している。しかし、これらの樹は土の少なし場競

で生育することを余儀なくされており、一側句に土壌の

量はじ倒して、水分量も減少寸るのである。盆栽には日

iこイPJ1吏も水をやらなくてはいけなし、それJま土カ叩Pない

ためである。街路樹キ震調樹の多くも盆栽と同じ様な状

況におカれてし唱。本来なら、たっぷりの水をまかなく
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てはいけなしもそれが出来なし、から、街路樹1'i:kJl.!!に刈

り込まれているのである。葉を少なくすることで蒸散量

を抑え、生育を可能にしているのである。よくかわいそ

うだとか言う輩がいるがあれば費定をしないと、生きて

いけないのである。よって、これらの樹種崎努嫡所に

は生育上問題があるといわざるを得なしももっと湿気の

多いメ、があまり来ない箇所に植えるべきである。クロマ

ツやアカマツなどは、探世性の代表廿耐竪樹生も耐通気

不良性も所有している。さらに、これらの樹種l諸制鼎こ

強く捜せた土地でも生育できるとし、う、パイオニア自姫

物の性質を所有してし、る。おそらく時穆震が刺さる酎も

があるとし、う理由のため、人通りの少ないところに植え

られているが、実は人¢喋まるところに出直しているの

である。

以上のことより、この構内の齢ド崎直置付樹明り性

質g)--部分しカ考慮されていなし、ことがわかる。今まで

散々文句をいったが、構内に有る南方采併笹物はいす":h

も根の深さが中間系以上である。これは、エンボリズム

を防ぐ上で重要な性質といえる。この点は非常lこ矧面で

きる(文責:門田)。

樹木プレートの誕生までのメモ(学生偏

割問年歌:構内では樹木に名札をつける活動がおこな

われていた。これJネその地味な活動を起こした男たち

の軌跡である。発端となったのは、一人の男であった。

その名を古久保斗志とし、う。彼は東京で三十年調哉につ

き、定年後地質科学科に編入してきた。{割'1'1での学生生

活も一年が過ぎ周りの環境にも慣れ始めたころ彼の心

境にはある変化が起きていた。彼は地割と厭きたのであ

った。非常に悩ん尤悩み続けた。そしてあっさりと、

生物にくらがえをした。彼の自には生物は楽そうに見え

た。そして現実もそうであった彼は急回霞になった。

そして|鞠こ座る変な男と話をするようになった。その男

は人嫌いで樹木衣子きな変な男であった。彼は困った。話

すことがなかったのである。位方なく、彼はその男に樹

木のことを聞いた。

筑間年の春:彼自く、そのときが彼のターニングポイ

ントで、あったよう芯その変な男広絶え間なく樹の話

をした。彼はフルマラソンを完走するがごとくつらカミっ

た。彼同副こ興味がなかったので、ある。しかし気のし、し、

樹立私に樹のことを教えてくれとその変な男に言って

しまった。それからである。彼がその男同留しられて、

学内を引きまわされるようになったのは3 彼は64とし、

う年と、樹に対して輿蜘Z無いため、一向に樹の名前が

覚えられなかった。変な男は怒った。彼は現状に耐えら

れなくなった。変な男とはもう会いたくなくなった。彼

は悩んた主その結黒思いつし、た。彼がし、なくても樹の名

前が覚えられるように樹にプレートをつけることを思

し、ついた。これで被と会う機会も減るであろう。彼は安

堵したそして自らの発想のすばらしさに陪酔したそ

れがさらに大変な自体を生むとは想像も出来ず民

震胤年春:彼は一料コ木の前iこうずくまり悩んでいた。

彼は名前を門田員枠という。西日本の広島から来た彼に

とって構内の木だ、けでも見慣れない種類ばかりであっ

た。樹をみることを六年以上も趣味にしてきた彼は、自

分の失偏哉に若干の自信を持ってし、た。だがここの木は数

本を除き全く剰生が鰍しなかった。彼の自信はもろく崩

れていった。樹の名前がわからなし、そ限撲は識の白

書与むを傷つけてし、た。彼は、しばらく木を見なし、日々 を

続けた。しかし、真面目な大学生ならいざ知らず、彼の

ような輩にはやることがなかった。仕方なく私は木の前

に座りなおした。剣事、匡艦を片手に・・・一年の瑚2

流れた。彼はしま74虻道部出来なかった。しかし、樹に

詳しくなったそれで自分をだました。心の閥司を埋め

て生きていた。そんな折である。隣に座る変なおじさん

が話しかけてきたの比そのおじさんは地質の学生であ

り、生物のことは分からないから教えてくれとし、った。

彼国慢であった。そのため二つ返事で了解した。

笈肪年春:彼日く、そのときが彼のターニング、ポイン

トであったよう尤そのおじさんは物覚えが書割込った。

やる気ない払彼はそう思ったc おじさんは年を言し訳

にした。彼はもう止めようと思った。そんなときである、
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おじさんが樹に名札をつけるとし、う案を持ってきたの

I主彼はおじさんに飯をおごってもらっていた。附1な

かった。彼は世間体を気にするタイフであった。位がよ

く名札をつけることに協力した。これまで以上に大変な

ことになるとうすうす惑じつつ。

笈肪年春:彼はあせってし、た。彼(])名前を片割歌日之と

いった。彼Iま分類が趣味で、あった。晴手l顔等の分類をす

るのを趣味としていた。彼は自分の失面裁に少なからず自

信を持っていたそんなときである。二年生の必イ劇受業

「系紛う類学リが歩合まったの比彼は歓寄っうちにこの

授業を迎えた。今まで注目されなかっt~両部こ急』こ価値

が出てきたためである。授業もヰ盤に差L掛かった。み

んなの失職レベノLの立上がっていく。彼し対自らない知識

を皆邪知ってして。その事実が彼を苦しめた。彼は白方

なく。伯方なく、植物の分類にまで手創申ばしたしか

し、興味の薄し、分野である。彼の勉強は遅々として進ま

なかった。彼は最後の手段に出た。クラスにしも変な男

に樹のことを聞いたのである。その変な男は、変なこと

を知ってし、た。彼は耐えがたきを耐え、忍びがたきを忍

び、変な男に話しかけた。

笈肪年春:彼自く、そのときカ濃のターニング、ポイン

トであったようた男は二つ返事で了承した。おそらく

寂しかったのであろう。彼はそう考えた。彼の鰯金は進

んでし、くかに見えた。しかし思し、のほカ嘩まなかった。

興味がないことが原閣である。そんなときである。変な

おじさんが、学内の樹に名札をつける案を持ってきたの

比彼は二つ返事で了承した。勉強云々より、彼国霞だ

ったのである。大した事ではないけれど、暇な時間は減

るであろうと思いつつは責:門田メモから)。

く考察3>:植林に荷する給合考察

キャンパスの計画酌fdj剥じキ整備は容易ではなしもむ

かし1口偏差大学の北のはてのキャンパスで滑稽なこと

があった。北アメリカ産のアカナラを植林した先生がお

られたλ その先生にとって都、出の酌ドであったろう。

その先生が退官されたころ、そのアカナラを移植してそ

こへツツジを植えた先生がし、た。大きくなりすぎるから

と¢哩由で、あった。しかしその先生i之容のそi説こメタセ

コイヤやトチノキを植えた。「おや」と複雑な気持ちで

見ていた。むかしから個人的ないさかし治事カ為ったとの

うわさもある。

上記のような滑稽な話しは別として、キャンパスの樹

木はよカれあしかれ学生さんのみならず鞠哉員の人生

を見守る存在である。一度植えた木は決して伐採すべき

ではなしも彼女(彼)たちはわれわれ人間生活よりはる

かに長生きして、酸素とうるおい、人々の想い出を心に

描く性きたキャンパスJともいえる。勧ドがじゃまに

なったら伐採するのではなくわれわれが大木をぬって

建物を建てるべきと思えるほど、実は価値のある前主な

のである。調龍員の定年潤腕もちろんのことたとえ信

州り昔劫2なくなっても、数断己は生き続ける存在なので

ある。「検の木は見てし、たJr.棋の木は残ったJこんな小

説があった矢功まする。「ケヤキはつぶやくJrヒマラヤス

ギはおもうJ、こんなイメージカ当副'1'1大学・松本市の景

観ともおもう。

信州大朝ままわりに美しし、山々が連なる。それゆえ樹

木の荘厳さぞ美しさを実感しにくし、北海道大学切農場

のポプラ並木・医学部のイチョウ並木などは広い石狩平

野を背景にするため目立廿持Eなのである。残念なこと

はい刊w沸国産の樹木である。 ~tì街宣大学の場合何本

かのノVレニレはし、にしえの石糊民地帯の遺産でもある。

キャンパスを彩る樹木はせめて国産で、あるべきで、ある。

松本市ならばケヤキ・カラマツ・コメツガ・ウラジロモ

ミ・コナラ・クヌギなどであろうhコ

大学の教育自協鼎士、図書館射育報室の充実だけでは

不朽士とおもう。その地域の自然消性を概観できる勧ド

を植えるべきであろう。キャンパスとしてとくにすぐれ

ているのは東北大学¢植物園である。そのキャンパスで

生態学の講義ができる。信仰苦手にも 2箇所ι理想~な

キャンパスがあるo 農学部の南箕輪村のキャンパスと志

賀教育研現?センターである。少し不便である。アメリカ

のスミソニアン砂防部内ミズーリ植物園までとはし、かヂ
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とも、信州の樹木入門となる一角をつくれなし、であろう

か。図を丹念にみると医学部北側に実に多様な樹木が植

えられているようである。多様な分野の人聞と接する

方々は多様性の基本考間平ができてし、るようである。ちな

みにわが理学部周辺がもっとも貧弱な砂防目である。こ

えてくださし、よj。これがMI;::.!難しし、卒論配属の学

生さんで、あっても混乱して名前がすぐ出てこなくて落

ち込むことがある。こんな日々に名札なしで樹木の名を

すらすら言えたら見事である。

実は自然山岳楠山の樹てならば、繰り返して努力す

っそりどこ糾こユズリハで、も植えて、はやく無事に潤哉 ると覚えられるのである。キャンパスキ歯芸さんではこ

を迎えたいものである。 なお本企画は2・3年生の学生 れが皆目むすでウ当ししもどんどん昌縄が作り出されること

の発案からはじまった。 彼らを中心にまだまだ作業が

紺続中である。一応佼)()本 1∞種へのプレ}ト取り付

けと、太さの記録を工夫する方向で吉行中である。同じ

色の名札をよくごらん頂くとそれぞれ内容が違う。さす

が若者は気轍欲・表現飲持勤吋、ある(文責世諸島。

「まきまき君』誕生までのメモ(教員蹄

熊本大学大朝完集中講義 (2005年 10月)のおり、夏

目撤石の銅像と近くにいたネコを撮影した(写真1・2)。

ゆったりとしたクス大木のしたに激石が講義する姿が

あった。熊本大学が旧制5高であることも筆者は知らな

かった。倒村大学理学部と人文特伽全身の旧市l胎南高

等学には有名作家ヰ喋界人を生んでいるが、熊本大学に

は夏目瀬石・川県八雲が教授としておられえようである。

しばし木陰にたたずみ激石の銅像に頭を下げた。授業評

価などnJ.U設もる今日、そ¢集中講義のように準備不足の

講義など決して激石はしなかったろうと思った。その熊

本太学のキャンパスでは、ほとんどの樹木にプレートが

っし巾も樹木にネジを一本打ち込んで、そ時Tにプ

レートを下げるもので、あった。プレート作成には 1枚

2α)()円ほどの予算がかかったと闘し、た。キャンパス整

備のもとで、樹木の名前調べが一番大変だ、ったとも友人

位漏らした。もう 10年も前のこととし、う。プレ}トは

くたひ杭て、色あせていたもはや1∞円程度の価値に

しか見えなかった同じようf説覇財2その夏、東京大学

奥秩父演習杓村の樹木プレ}トでも、戸隠の自然環境公

園の勧ドプレートでも共通してし九コイルは:fWきっ

て、針金が樹幹に食い込み樹木のさびしし、つぶやきが

聞こえるようであった。「名キしがなくても名前くらい覚

や、そこから移入するかわからないのである。どんな植

物にで、もコメントできる方はほとんどいなしも

こんな日々のなかで名札プレートをどうするか考え

ていたどんなものでも古くなると惨めなプレート姿を

さらしている。まして名前も消えてしまっている・・・。

そんな術専のいかない古いプレートを見ながら今回

の「まきまき君Jを企画してみた。たしiI>!こ樹木のsE.7に

生長を自動託験するシステムがある。それにプレートを

取り付けることも考えた。研究用なので金額もかさむよ

うである。そこでこのステンレス製伊匂レト・プレート

もセットが草作された(杉本金属工業の石墨さんによ

る)。そこには 3.14cmおきにスリットをあ瀬いした

そのスリットを数えることで筒便におおよその直径が

わかるようにしたかったのである(写真3)。できれば、

はじめの目盛りに印をつけて年々の'sE.7ミ成長を記録し

たいと考えている。今後の課題である。ただ、どの程度

まできちっと樹幹にベルトが留まれるか、樹木の悪影響

を与えないか、これらはまだ凝問と追跡課題がのこる。

なぜならステンレスは夏には高温に冬には僻昆となる。

樹木へのストレス度合いをまだ検討できていないので

ある。何度も書き直したラミネート加工の名札(プレー

ト:写真4)も耐久性もまだ利月である。

なお樹木肥大成長を測定する専門的な器具もある

α'ranklin， 1957)。旭キャンパスの'sE::大成長について記

録開始が高橋井ーさん倍野郡生物科学制)により始め

られるようである((デンドロメータ:写真5)。実習に

も環捷マインド教育のみならず、卒業生の想い出にもな

る「キャンパス砂ド到が生まれつつある。 I80シリー

ズ、の人為的環境保全から自然環境保全〈発展すること

-94-



-95-



が勝寺される。

最近同制叫こ興味をもっ方から、プレートの名前の間

違いなどコメントを頂くこともある。素性のわからない

樹木もまだまだ多いのである。一般の方、親哉員、学生

からのコメントをふまえ時間後梓)をかけて「キャン

パス樹木誌」の充実をはかりたし、ものである。同種に並

んで向じプレ}トがはられている場合がある。その場合、

実はその樹木特性に関する記載内容がわずかずつ異な

る。短い言識には書ききれない内容を複数枚に分けて表

現したい若者の意欲の賄工である。立ち止まって詠んで、

樹幹と樹冠の形伏をながめてほしいと思う(文責:佐藤9。
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